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日時:令和４年 10月 8日(土) 10：00～12：30 

場所：パルティせと 5階 アリーナ（定員 100名・先着順） 
 

この３年あまりコロナ禍での生活が続く中、市民活動の在り方も変化してきました。今年度は見

て、聞いて、味わう、交流フェスタを開催します。 

メインステージは、落語家であり漫画家そして現在ラジオ SANQパーソナリティとしても活躍され

ている登龍亭獅篭さんの講演です。古瀬戸吹奏楽団による木管アンサンブル演奏会もあり、登録

団体の活動映像やパネル展示、抽選会も行います。 

５F ロビーでは東北・熊本の物産展や瀬戸市みんなの生活展のブースを設け、また４F マルチメ

ディアルームでは、瀬戸市国際センターの企画も同時開催します。 

アリーナへの参加者は１００名の事前申込（先着順)ですが、ロビーへの参加は自由になってい

ます。皆様のご来場をお待ちしています。 
 
 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

※来場の際は、新型コロナ感染対策のご協力をお願い致します。 

 

２０２２年９月 2１日≪７０号≫ 
 
＜発行：瀬戸まちの活動センター＞ 

〒４８９-００４４ 

瀬戸市栄町４５番地 パルティせと３階

TEL(0561)97-1161 

FAX(0561)97-1171 

E-mail seto-npo@ma.gctv.ne.jp 

http://www.gc-net.jp/seto-npo 

 

 

 

 

 

 

＜５階 アリーナステージ＞ 

・講演 登龍亭獅篭さん（落語家・漫画家） 

「落語と似顔絵～獅
し

篭風
かごふう

二刀流～」 

・団体紹介（映像） 
・「古瀬戸吹奏楽団木管アンサンブル演奏」 
・お楽しみ抽選会 

＜５階 アリーナ内＞ 
・パネル展示（団体紹介） 

＜５階 アリーナロビー＞ 
・東北・熊本物産展 

【同時開催】 

・瀬戸市みんなの生活展（瀬戸市生活安全課） 

＜４階 マルチメディアルーム＞ 

【同時開催】 

・国際センターの部屋～中国の文化に触れよう～ 

伝統文化の京劇と中国茶を楽しもう 

登龍亭獅篭（とうりゅうてい しかご）さん  

静岡県浜松市出身。登龍亭一門家元。 
世界唯一の落語家兼漫画家。 
現在、ラジオ SANQ パーソナリティとして「サン
キューイブニング」（毎週火曜 17:00～
20:00）放送中。 
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７月２日（土）、パルティせと５階アリーナにて、ままのわフェス
タ inせと２０２２を開催しました。 

どらニャと一緒に日本まねきねこ音頭を踊り、夏祭り気分を

楽しみました。はいはい＆よちよちレースでは全レース満席とな

り、参加したお子さんを応援しつつ、我が子の成長を見守る姿

がみられました。せともの Friends さんのミニコンサートではア

ンコールでパプリカのリズムに乗り、会場の皆様が一緒に楽し

むことができました。 

また、せとっ子ファミリー交流館とのコラボ企画として４階マルチメディアルームにて同日開催した「パ

パと一緒にふれあい遊び」も、多くのパパが参加して楽しそうにお子さんと遊んでいました。ままのわフ

ェスタで繋がった子育ての輪が広がっていくように、今後も支援を続けていきます。 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

「夫や妻のこと、何て呼んでる？」「家事の分担はどのくらいしてる？」などの身近な話題から、「固定

的性別役割分担意識・男性育休・女性活躍・誰もが輝く社会とは」について、パネリストの方たちに語

っていただきました。 

 職場での男女雇用機会の均等についても提案している萱岡さん、専業主婦から女性が輝く生き方

へと舵を切った野田さん、最初は全く家事が出来ず妻から教えてもらったという平塚さん、仕事を独立

した当時収入が少なく主夫であることに引け目を感じていたこともあるという横井さんと、それぞれの

背景を基に各家族の工夫やコミュニケーションの方法など興味深いお話をしてくださいました。家族と

はいえ、一人ひとり考え方も生き方も違う個人の集まりであり、それを尊重しながらチームとして暮らし

ていくことについて考える時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

令和４年度瀬戸市男女共同参画推進事業  

「家族はチーム～私たちの幸せはここにある～」 

ままのわフェスタ inせと 2022 

7月 30日(土)  10：00～11：30    参加者:3２名（ZOOM参加 2名） 

萱岡 愛 さん（会社員 
/瀬戸市女性活躍推進及び男女共同参画審議会委員） 

野田真実さん（アレルギーフリー食研究家 
/Mrs.Universe Japan2021準グランプリ） 

平塚 啓 さん（瀬戸市役所職員・しかけ絵本技師） 

横井寿史さん（NPO法人ファザーリングジャパン理事 
/あいちイクメンイクボス応援会議委員） 

 

パネリストの皆さん 

ままのわサロン（子育てサロン）開催します！  

日時： 10/14、11/11、12/9（全て金曜）  午前 10時～11時 30分   
場所： パルティせと 4階 第 1学習室          定員：8組（先着順） 
内容： ベビーマッサージ、アイケアマッサージ、産後ケア体操などと座談会 
申込：  瀬戸まちの活動センター窓口、TEL、FAX、メール、公式 LINE より 

瀬戸まちの活動センター 
公式 LINEQR コーﾄﾞ 
LINEQR コード 

7月 2日(土)  

10:00～12：30 

参加者：約２50名 
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団 体 名 
連 絡 先 

月 日 
時 間 内 容 

瀬戸地下軍需工場跡を
保存する会 
TEL： 
090-3837-7050(梅野) 
メール： 
tera-m@ob.aitai.ne.jp 
 

9月 24日(土) 
13：30～15：30 
 
 
 

戦争体験を語り継ぐ会「戦争は教育からはじまるー廃屋にあ
った戦中の教材を観るー」 
内容：瀬戸市内の廃屋から戦時中（昭和１７～１８年）の国民学
校で使われたであろうと思われる社会科、修身科の教材（掛図
3 点）の中身を検証し、戦時中の教育の実態にふれる。 
場所：新郷地域交流センター「さとの家」 
対象：一般・子ども含む 
定員：30 名（先着順） 申込：電話、メール 

こども図画アトリエ 
TEL： 
(0561)41-3061(岩外) 

10 月 16 日(日) 
9：30～11：30 

こども図画アトリエ 
場所：パルティせと 4 階 第 2 学習室 
定員：各 13名(先着順・申込不要)  
対象：小学生・中学生 
参加費：500 円／１回   持ち物：画材具 

バランスボールで健康 
プロジェクト瀬戸 
TEL： 
090-1728-4024(小出) 
メール： 
koide7730@gmail.com 

10 月 1 日(土) 
10：30～11：30 
 
 
 
 

バランスボール体験会 
内容： バランスボールを使って有酸素運動、ストレッチ、脳トレ。 
場所：アシスト・ケア宝が丘 
定員：12 人（先着順） 
申込： 電話、メール 
参加費：大人 1,000円、中学生 800 円、小学生 300 円  

スーパーグレート 
マジシャンズ 
TEL：090-3935-1963 
 (マッスルまりちゃん） 

10月 20日(木) 
11月 30日(水) 
12月 26日(月) 
各回とも 
13:00～14:00 

ゆかいな仲間の楽しいマジックショー 
＆マジック・バルーンアート教室 
内容：交通安全マジックショー 
場所：愛・地球博記念公園 地球市民交流センター 
定員：各回 15 人（先着順・申込み不要） 
参加費：無料 （教室希望者は材料費 200 円） 

あいち海上の森 
フォーラム実行委員会 
TEL：090-1860-0811(浦井) 
 
 

11 月 13 日(日) 
13：00～16：40 
 
 
 
 

第６回あいち海上の森フォーラム 2022里山シンポジウム 
内容：「海上の森」研究報告 

特別講演／黒田慶子氏 
（神戸大学名誉教授・京都大学生存圏研究所 特任教授） 

場所：愛知県産業労働センター（ウインクあいち） 
11 階 １１０３会議室 

定員：先着 100 名    申込：不要     参加費：無料 

第３回なるほどザ学習会 

「地域の SDGsを考えよう！」 

 登録団体イベントカレンダー 

 

8月 6日(土)  13:30～15:30 

パルティせと４Ｆマルチメディアルーム 

参加者：19名 
 
講師：部坂 菜津子 氏 （大橋運輸株式会社 総務課 CSV・ダイバーシティ推進室） 

 
地元の企業が長年取り組んでいる地域の活動を通して

SDGsについて学びました。 
オオサンショウウオ保護の川清掃、小学校交通安全教
室、特殊詐欺なくし隊、健康栄養相談などの地域活動の
広がりが SDGs の活動になり、官民連携のパートナーシッ
プで目標を達成できることの紹介がありました。 
ワークショップでは、 参加者自身の活動が SDGsの１７ 

項目のどこに当てはまるかを発表し、自分の関心がどこにあるのかを「見える化」しました。 
参加者からは「SDGsの必要性を理解し、地域における課題とその解決策について学ぶことが 
でき参考になった」との感想が寄せられました。 
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水野地域力向上委員会は、地域みなさんとともに『和』と『輪』の

思いを大切にして、安全で安心して楽しく暮らせるまちづくりを目指し

て平成 27年度に水野地域交流センター「まほろば」拠点として発足

し、水野地域交流センターと安全・安心、ふれあいイベント、環境、子

育て・高齢者、広報の５グループで活動しています。 

地域の皆様のふれあいを目的としたイベントや子どもの居場所づくり、ゴミ減量講座、歴史や自

然の講座、もの作りなど、多くの方々に関心を持って頂ける生涯学習講座を毎年開催しています。地

域の話題や活動を取り上げた「まほろばカレンダー」を毎月全戸配布しています。親子で防災を体

験する親子防災教室（防災さんぽ）を開催しました。水野夏まつり（７月２３日）は、新型コロナウイ

ルス感染が拡大している中、開催するためにどのような対策が 

必要か、関係機関の指導や役員で検討して３年ぶりに開催す 

ることができ、参加された多くの方々の笑顔が、関係者の喜び 

となっています。 

最後に、地域の方々と一緒になって、水野が今以上に住み 

やすいところ（まほろばの地）になるように活動してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知万博を機に、ボランティア繋がりで弥生の会が出来ました。雛祭

りのボンボリ型針山作りから１７年。SDGｓの目標１２（つくる責任・つか

う責任）をモットーに、古着から身の回りの小物、吊るし飾り、干支の人

形を制作しています。 

今年は「多文化共生の推進」をテーマに、瀬戸市で生活されている

外国籍の方々の思いを、日本の文化や瀬戸の行事を一緒に楽しみな

がら、また生活の大変な事もお聞き出来るように、一年を通じた行事と

ふれあいを考えています。 

春は、子どもさん達の「鯉のぼり作り」を、夏は「BON DANCE 

盆踊り大会」を計画しました。多国籍での文化交流はなかなか

難しいですが、SDGｓの活動がさらに広がりました。これからも、

コロナ対策をしっかりと行い、皆様のご支援とご指導を頂きなが

ら、一歩一歩前進していきたいと思っています。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

団体活動レポート 

水野地域力向上委員会 

弥生の会 
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「楽しく学ぶ！防災あれこれ」開催 
～私達の命を守る！事前防災について考えよう！～ 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、自分の命、大切な人の命を守るために必要な事前防災について考えました。 

まず、防災 DVD「防災習慣～家と家族～」を鑑賞し、地震が起きた時などを実際に映像で観ること

によって、より現実的に理解することができ家庭での備えの必要性を学びました。 

続いて、コーディネーターに高橋ひろ子さんを迎え４名のパネリストの方々とパネルディスカッション

を行いました。 

増田さんは、「瀬戸市災害時協力事業所へ登録。『災害時におけるキャンピングカーの貸与に関す

る協定』を結んでいる。自社でも防災訓練を行い、見えてきた課題を解決できるよう取り組んでいる。」 

大島さんは、「防災意識啓発のための講座を開催し、防災ままのわ瀬戸と協働して親子防災教室を

今後実施していく。」 

浅野さんは、「地域の方と連携して親子防災さんぽなどの開催を通し、地域の中の若い世代と繋が

りを作りたい。また、瀬戸市が発行している『防災ハンドブック』を参考に乳幼児用の防災ハンドブック

を作成し無料配布してきた。」 

石原さんは、「様々な事前防災について、日頃より考え、行動しておくこと。特に地域との繋がりが大

切。」と、皆さん熱く語られました。                                

ワークショップでは、グループ別に自分が今取り組

んでいる事前防災についてフリートークをした後で、

避難バッグゲームを行いました。準備していた防災グ

ッズが実際にどのように役に立つのか、ゲームを通じ

て楽しく学ぶことができました。 

最後に、横山美紀さん（理学療法士・防災士・防災

ままのわ瀬戸）考案の、手ぬぐいを使用した「らくらく

すっきり防災体操」を会場の皆さんで行い、避難所で

も体をほぐすことの大切さを実感しました。 

 

 

せと市民活動連絡会はこんなことやっています！ 

８月２７日（土）10:00～12:40 
パルティせと５階 アリーナ 
参加者：４０名 

パネリストの皆さん 

増田浩一 さん   （株式会社レクビィ 代表取締役） 

大島隆司 さん   （水野地域力向上委員会 会長） 

浅野由利子さん  （防災ままのわ瀬戸 代表） 

石原昭二 さん   （防災ネット・せと 代表） 

参加者の事前防災例（抜粋） 

・車のガソリンを半分の時点で給油 ・キャンプをする ・ご近所付き合い  

・非常用ペットケージとエサの用意 ・防災に関するものを電話の近くに置く ・家具の再配置 

・非常食に慣れておく ・防災アプリ活用 など 

☆瀬戸まちの活動センターは「せと市民活動連絡会」を応援しています☆ 
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瀬戸まちの活動センター登録団体の皆様へお知らせ 

 ■ 「フリールーム」   
(場所) 

・４階マルチメディアルーム 
9 月 30 日（金）（動画作成講座） 

2 月 2４日（金）（内容未定） 

◆フリールーム活用方法◆ 

◇ 団体ＰＲの自主的な活動紹介 
（１３：３０～１４：３０） 

◇ なんでも相談コーナー 
（１４：３０～１６：３０） 

◇ 登録団体のチラシ配布コーナー 

■ 広報せと「ほっとネット☀せと」  

締切日のお知らせ  

■ センターNEWS次号（第 71号） 

「登録団体イベントカレンダー」 

情報募集！ 
１月・２月・３月のイベント情報は 

１１月２３日(水)までにお寄せ下さい。 

■ 団体の情報提供にぜひご活用ください。 

地域で力を発揮している皆さんの団体紹介や開催する「講演会」「イベント」「講座」などが 

ＰＲできます。多くの方に知っていただき活動への理解を広めるよい機会となります。 

☆ 「広報せと」毎月１日号 『ほっとネット☀せと』 に掲載 

☆ FM 放送「RADIO SANQ」 第１･２･５月曜日 9:20･12:30･18:00･24:00 放送（事前収録） 

☆ 瀬戸まちの活動センターＮＥＷＳ 「団体イベントカレンダー」 （年４回発行） 

☆ メールマガジン（パソコン・携帯） 月に１～２回配信 

■ 「瀬戸まちの活動センター『ｆacebook』」に団体情報掲載します。 
 

■ 「瀬戸まちの活動センター『LINE』       公式アカウント」始めました。 

     

■ 「瀬戸まちの活動センター 『ホームページ』」をご覧ください。 

■ マスメディアに皆さんの活動情報を提供します。 

 
「いいね！」 

お願いします！ 

 

【申込・お問合せ】 

瀬戸まちの活動センターへ電話・ＦＡＸ・Ｅメール、または瀬戸まちの活動センター窓口へ直接ご連絡ください。 

電話：（0561）９７－1161 FAX：（0561）97－1171 E メール：seto-npo@ma.gctv.ne.jp 

 

 

■ 「交流フェスタ２０２2ｉｎパルティせと」  10 月   8日(土)  

■ なるほどザ学習会「ＺＯＯＭ講座」   11月 16日（水） 

■ 「協働理解講座」          11月 18日（金） 

瀬戸まちの活動センター今後のおもな予定 


